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【教育目標】 

～知性を磨き 心情を培い 意志を鍛える～ 

 

 

 

 
 

学校評価アンケートのまとめ 
 

今年度の学校評価アンケート集計結果がまとまりましたのでご報告いたします。昨年度に比べ回収率が8％アップ

いたしました。ご協力ありがとうございました。今後とも本校の教育活動にご理解のほどお願いいたします。 

昨年度に比べ、質問項目14と15の肯定的数値が３ポイントアップしました。項目3・5・12が5ポイント以上

ダウンしてしまいましたので、次年度に向け改善を検討していきたいと思います。 

学校ＨＰ 

令和６年度 

特別号 

堺中学校

1
①学校は、地域人材を積極的に活用した教育活動を
行っている

51 156 71 19 86 383

2
②学校は地域と一体となって子どもたちを育んでい
る。

65 182 70 29 37 383

3
③学校は、保護者や地域の方に対して情報発信をし
ている。

180 125 37 23 18 383

4
④学校は、保護者会や学校公開、学校行事などで、
教育活動を公開している。

206 121 23 21 12 383

5
①お子様は、各教科の基礎的・基本的なことがらが
身に付いてきている。

75 149 97 47 15 383

6
②お子様は、宿題や家庭学習に積極的に取り組んで
いる。

87 135 93 58 10 383

7 ③お子様は、学校で すすんで読書をしている。 56 91 114 65 57 383

8 ④お子様は、英語学習に楽しく取り組んでいる。 76 128 92 57 30 383

9
⑤お子様は、 ICT（学習機器）を積極的に活用して
いる。

111 146 67 35 24 383

10
①学校は、いじめ防止や体罰防止に取り組み、子供
の人権を大切にしている。

75 170 53 35 50 383

11
②お子様は、学校のきまりや家庭でのきまりを守っ
ている。

111 190 50 22 10 383

12 ③お子様は、あいさつをきちんとしている。 132 174 33 27 17 383

13
④お子様は、交通事故防止や不審者対応などの安全
意識が身に付いている。

112 199 29 27 16 383

14
⑤お子様は、ICT(学習機器)、スマートフォンなどに
よるネットマナーが身に付いている。

64 210 60 30 19 383

15
①お子様は、日常的に、運動やスポーツ（遊びや部
活動を含む）に積極的に取り組んでいる。

174 75 55 58 21 383

16
②お子様は、食に関する知識や望ましい食習慣、生
活習慣が身に付いている。

90 176 80 26 11 383

17

小

中

連

携

①学校は、相原小・小山ケ丘小と連携して教育活動
に取り組んでいる。

47 139 82 36 79 383

18

校

内

環

境

①学校は、校内整備や校内美化に取り組んでいる。 65 189 55 20 54 383

共通の評価項目
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【2024年度学校評価】共通の評価項目回答集計結果
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保護者アンケート「共通の評価項目」集計結果

系列1 系列2 系列3

配布数 回収数 回収率

586 384 65.5%



２０２４年度 学校評価アンケート結果分析・自由記述について 

○ 肯定的数値が高かった項目（80％以上） 

３「学校は、保護者や地域の方に対して情報発信をしている」 

４「学校は、保護者会や学校公開、学校行事などで、教育活動を公開している」 

  ＊引き続き「地域に開かれた学校」として、積極的に取り組んでいきます。 

13「お子様は、交通事故防止や不審者対応などの安全意識が身に付いている」 

 ＊毎年、セーフティ教室や不審者対応の避難訓練を実施しています。 

  肯定的数値が低かった項目（60％以下） 

7「お子様は、学校で すすんで読書をしている」＊朝読書のさらなる定着を図っていきます。 

8「お子様は、英語学習に楽しく取り組んでいる」 ＊TGG(１年)、イングリッシュフェスタ(２年)を活用していきます。 

17「学校は、相原小・小山ケ丘小と連携して教育活動に取り組んでいる」＊次年度は教員の連携を年２回行います。 

○ 再登校ついて 

本校は学区域が広いこともあり、安全面・健康面を考え、学校では原則として無しとしています。進路や行事、保健

関係など対外的に緊急性のあるものについては、締切日によって再登校をしてもらう場合もあります。期限に遅れない

ようご家庭でもご指導ください。また会議や保護者会等で部活動の開始時間が遅くなる時には、基本的に校内で待機す

るようにしています。入学式や終業式等の儀式や、給食がない日については、一度帰宅して昼食を済ませてから 再登校

の時間設定の場合も年間に数日あります。 

○ 評価について 

教科の各観点の評価方法は、４月の保護者会で資料として配布しています。学年・学期ごとの評価資料の詳細は授業

で生徒に説明するようにしています。評価については、学習指導要領の改訂(平成29年告示)により、令和3年度から

従来の評価とは変わってきており、ペーパーテスト等の結果だけでなく、生徒の授業での取組を評価することになって

います。ぜひご家庭でも毎日の授業を大切にするようお声かけください。 

○ ホームページの更新、お便りのtetoru配信について 

本校ホームページでは、できるだけ多くの情報を発信するため、「SAKAI NOW」での生徒の様子や各種お便りを閲覧  

できるよう定期的に更新を行っており、保護者の皆様からも高い評価をいただきました。また今年度から連絡ツールと

して tetoruが導入され、利便性が向上しました。３学期からは緊急のお知らせ以外にも、各種お便り等も配信していま

す。ただ保護者の方だけでなく生徒にも読んでほしいもの（学校・学年・学級だより等）は紙面でも配布しています。

今後も紙とデジタルを併用しながら、効果的な情報発信に努めていきます。 

○ Chromebook・ICT環境について 

1年生については11月に町田市が一斉に端末の更改をしました。2・３年生も不具合があった時に貸出できる予備機

の端末を一定数確保しています。引き続き、業者および市担当に対応をお願いしていきます。また町田市では今年１月

より、Wi-Fi環境が整備されていない特別教室等のためにホームルーターが配備されました。台数は限られていますが、

以前より接続環境は改善されてきています。引き続き教育委員会と連絡を取り、更なる改善に向け要望していきます。 

○部活動について 

  部活動については多くの方からご理解ご支援のご意見をいただきありがとうございます。部活動の在り方については、

全国的に地域移行に向け改革が進んでいます。町田市も検討委員会で今後の方針について検討されています。顧問教員

についても、土日や放課後の勤務時間外の勤務をお願いしているところです。本校でも複数顧問の体制や外部指導員の

活用等、安全な活動になるように対応しています。 

○教員の対応について 

  本校では、人権尊重の観点から、互いの人格を尊重し、思いやりと規範意識のある人間の育成に向けた教育を目指し

ています。規律ある集団の育成と特別支援教育の視点に立ち、安全で安心な学校の実現に向けて、十分な生徒理解の下、

今後も自己有用感が高まるよう生徒の心に届くような寄り添った指導を心がけていきます。 


